

テーマ：マクドナルドは今後、商品価格は低価格と高価格のどちらにするべきか

1、 はじめに

　近年、ファーストフード業界は様々な企業の進出によって多様化してきた。その中で日本マクドナルドは材料を安く仕入れ、人件費面でのコスト削減を行う他、マクドナルド独自の戦略を用い高い成長率をあげてきた。しかしマクドナルドの成長率は必ずしも上昇し続けているわけではない。景気転換期の９０年代前半や、ＢＳＥ問題が取り立たされた２０００年前後には低迷期を迎えることとなる。
今回は、経済学や経営学の理論などを用いてマクドナルドの業績悪化の要因と共にこれからのマクドナルドの動向について分析した。
2、 当日のながれ

　麻疹による休校を挟んだため相手の班との論点のすり合わせがうまくいかず、結果ディベートというよりも質問を交互に繰り返すだけになってしまいました。

徳田ゼミの主張は高齢者の増加は健康志向という嗜好の変化を招き、健康志向の商品は高価なためマクドナルドは高価格路線にシフトしていくということでした。

こちらの主張は、マクドナルドの低価格自体は有効であり、低価格路線における失敗点を適正価格を見誤ったせいだとして、それを直した上でマクドナルドは比較的低価格のままいくべきだとした。
議論後の結論としては、健康志向の高まりはあるものの消費の伸びがまだ現れない現状から、しばらくは低価格のままでいるべきだとのことだった。

3、 個人の感想

菅原　

新人戦は普段のゼミ活動からでは得られないことを多く学ぶことができました。大変いい経験をしました。望月ゼミの年間計画はさすがです。今回は新人戦で得た主な収穫を三つ挙げたいと思います。
　一つ目は、班員と協力して一つの論文、ディスカッションを行うことができたということです。新人戦は二年生が主体となるのでその分ひとりひとりの責任が 強くなるので積極的に参加することができました。その過程で論文の書き方を学びました。しかし、休校の影響などで話し合う日をあまり設けなかったため、論 文を１日で書かなければならなくなり計画性の無さが露呈される形となりました。新人戦が始まる前にお互いにインターネット環境の有無やバイトのシフトの確 認をしておくことで少しは解消されるはずでした。
　二つ目は、相手の班と意思の疎通を取ることがどんなに難しいかわかったことです。
　相手の班と話すと、相手の班がどれだけ新人戦に傾注しているか手に取るようにわかります。今回は、相手の班員の中で気持ちに差があったように見受けられ ました。班長同士で話し合って、相手の班長がこちらの提案を受け入れても、しばらくすると、相手の班員の圧力なのか、話し合いで決まったことを無しにする よう持ちかけてくるなどはっきりしない態度を示されました。結果、テーマ変更などの進展が無いまま本番に臨む羽目となりました。
調べていくうちに議論するべき点が分かってきます。それでテーマを次々に変え（進化）させることはいいことだと僕は思います。それを中間レジュメの延長で 論文を終わらせるような、手抜きをしようとする相手には正直納得できません。しかし、望月ゼミ生としてやるべきことは批判することでは無く、説得すること です。班員にもこちらの考えが解るよう書面で説明することや、班員を引っ張り出して直に説得するなどもっとできることがあったかと思います。今回はそれができませんでした。
　三つ目は、自分の実力がまだまだ低レベルということが分かったことです。正直なところ他のゼミに比べ望月ゼミの勉強量は圧倒的だと思っていたので、新人 戦は圧勝するだろうと予想していました。しかし、いざ本番になってみると論文の主旨からかけ離れた質問をしてしまい、話し合いの仕方が分からず、議長団の提案を聞かないなど相手の班と同じような行動をしてしまいました。テーマが曖昧で話し合う方向が最後まで定まらなかったのと、経験不足だからだと思います。来年の新人戦で同じような失敗をしないためには、
①頻繁に集まり、できないようならスカイプや掲示板を利用して班員同士で情報の共有ができるようにすること。
②テーマ設定など、互いの班で決めるべきことは全て明確にはっきりと絶対何が何でも決定する。不明確な点から話し合いは崩れていきます。
この二つが重要だと思うので後輩に必ず伝えていきたいです。
笠原
今回の新人戦は、論文作成について仲間と話し合ったり、相手ゼミとディスカッションしたりと普段ではなかなか経験することができない貴重な体験が出来、有意義な時間を過ごす事が出来ました。しかし、同時に反省すべき点もとても多く、悔いの残る所が数多くありました。
　まず論文作成に関してです。論文を作成するに当たって諸先輩方から数多くの助言を頂いたにもかかわらず、有効に活かせなかった事です。現実の経済活動や 動向を知るために経済理論は確かに重要であり、論理的に進めていく上で重要ですが、自分の場合どちらかと言えば、単に現実の経済活動に無理やり当て込んだ 感があり、たいして有効に活用されていなかった点です。
　次に仲間や相手ゼミとのコミュニケーションの重要さです。始めはさほど意識していませんでしたが、時間が経つにつれ、班としての方向性を考えていく上 で、連絡不足が非常に大きな仇となってしまい、後から悔やまれる所が多かったです。しかし、班の人たちとは今まで以上に話す機会が多く、この点については 良かったです。
　最後に実際に討論をして感じたのが、自分の自発性の無さです。意見が無かったわけではなかったのですが、なかなか踏み込めないところがあったり、内容の方向性がずれていたりと思っていた以上に上手く行かず、討論の難しさというのを感じさせられました。
　今後はこの反省点を活かすべく、甘えを無くし真剣に取り組んでいかなければいけないと思います。
笹田
今回行われた新人戦の反省と学んだことについて記したいと思います。私が担当した班は経営班でマクドナルドの低価格について調べ、他のゼミ生と討論をい たしました。他のゼミ生との討論は初めてでとても緊張しました。お互いの論文を交換しての質問状・解答状などを渡し、より中身の濃い論文を仕上げる一方、 班の中でもいかに相手に納得のいく論文が作ることが出来るのかを話し合っていきました。資料集めに苦しむ中で先輩の話を参考に論文作りを進めていきまし た。新人戦ではお互いの論文の内容を簡単に説明し、相手の論文への質問、そしてそれに対する回答をしてディベートへと移りました。新人戦を行う上で必要な のは相手とのしっかりとした話し合い、また班内でのコミュニケーションが必要だと思いました。相手としっかり話し合わなければお互いの思考に沿った論文完 成には至りません。また、班内でコミュニケーションが少なければ論文構成や意志の疎通が合わないと思いました。私としては少し足りなかったのではないかと 感じました。

私の反省点で討論の時にあまり質問などを出来なかったことです。私が直す点はそこにあると思いました。消極的な部分が多く積極的な面が少ないと感じまし た。ゼミ内でも然り、今後をその点を努力して直していきたいと思います。今回の新人戦で学ばせていただいたことは論文の簡単な書き方はもちろんのこと、班 で協力して一つの論文を作り上げたことで一層団結したチームワーク、これは今後のゼミで大変必要になってくると思いました。今回の新人戦は大変貴重な体験 になったと感じています。これから精進して一層頑張って行きたいと思いました。
中本
今回の新人戦は得たものがたくさんあると同時に反省しなければならない点もたくさんありました。
まずテーマを決める段階で最初の壁にあたりました。互いのゼミの学習テーマが異なるというのもあり、なかなか論点が合いませんでした。それは、新人戦本番 直前まで話し合われました。両班のコミュニケーション、伝達が偏ってしまったことが原因ではないかと思いました。しかし論文、質問状などの作成などを通 し、班で集まり話し合うことにより、班内での団結が深まり、ひとつのテーマに向かって取り組むことが出来ました。普段二年生同士で協力して何かに向かうと いうことは今までなかったので一緒に話し合う時間も増え、互いのことを知る機会になったと思います。
また、論文という論文を書くということも今までなかったのでなかなかスムーズにいかず、先輩から貴重なアドバイスを頂きました。最初は言われたことがピン とこず、しかしそれは実際に論文を書き、相手と交換した際に全部つながりました。先輩がなぜまず論理を探せと言ったのか、それがなければはじまらなかった のか。ところが思わぬことに学校が休校になってしまい、期間が短くなったというのもありデータ収集等に手間取ってしまい、もっと余裕をもっていればたとえ 休校になったとしても何も動じることがなかったのではないかと反省しました。
そして、一番印象に残ったのが討論をする際に、相手の穴を探してそこばかりを攻めるのではなく、いかに自分たちの意見を主張し、相手を納得させるかという ことでした。討論中、互いに相手の論文に対し質問ばかりし、回答してまた次の質問というのが繰り返されあまり話し合うことができませんでした。そこを直す ことにより、もっと内容の濃いものにできたのではないかと感じました。新人戦の期間中は本当に時間があっという間でした。お互いのコミュニケーションが何 よりも大切なのではないかと今回の新人戦を通し感じ、痛感しました。
